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凛とした空気の中、２０２５年の幕開けとなりました。今年の干支は「乙巳（きのと
み）」です。皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈念申し上げます。
「乙」は周囲との調和を保ちながら自身の目標に向かって進んでいく力を表していま

す。また、蛇を表す「巳」は古来より神聖な生き物として認識され、脱皮をするたびに表
面の傷が治癒していくたくましい生命力があり、医療、治療、再生のシンボルともされて
います。この２つの組み合わせである乙巳は、「努力を重ね、物事を安定させていく」と

いった縁起のよさを表していると言われます。職員と児童が今まで努力してきたこと、取り組んできたこ
とが実を結びますよう、また、新年を迎え、本校がより深化、発展していきますよう祈念し、教職員一丸と
なり、子どもたちの成長へと繋がるよう教育活動を行ってまいります。皆様にも教育活動へのご支援・ご
協力をいただけますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

11月下旬から12月上旬の４回に渡って職業人講話を実施しました。 様々な職業人の方が講師と
して学校に訪れ、仕事の話をすることで、こどもたちが仕事の楽しさや自分の将来の職業について考
えるたり、「仕事」や「働くこと」について興味関心高めることや学校での学びが社会とつながってい
ること、そして産業や職業について興味関心をもってもらったりすることを目的に、実施しています。
今回は、トリマー、建築士、警察犬訓練士、栃木SC運営部の方々が体験をメインにした講話を行って
くださいました。早期からの正しい産業理解・職業理解や生きる力を育むキャリア教育によって、人材
を育てていくことを目指していきます。

地域社会の犯罪・非行の未然防止のための ４年生から始まるクラブ活動を見学しまし
啓発活動を行ったり、青少年の健全な育成を助 た。こどもたちは行く前から興味津々で、わく
け、改善更生に協力したりしている更生保護女 わくそわそわしながら見学に出発しました。実
性会の皆様と一緒に、１年生がチューリップの球 際のクラブ活動のイメージがわいていなかっ
根を植えました。まんまるの球根と鉢植え用の土 た３年生ですが、見学が終わると「私、来年入
をいただきました。球根の植え方を教えてくださ るクラブを決めました！」「楽しそうで迷っちゃ
り、一人一人の鉢に一緒に植えるのも手伝ってく う。」と、クラブ活動がとても楽しみになったよ
ださいました。お礼のご挨拶と「お花を見に来て うです。
ください。」とお話しました。冬休み明け、気の早 自分の興味・関心のあるクラブで、めあてを
い球根から芽がでている様子も見られます。春 もって取り組めるといいですね。４・５・６年生
が待ち遠しいです。 のみなさん、３年生を優しくリードしてくれてあ

りがとうございました！



不審者対応の避難訓練を行いました。不審者が５年生教室に侵入したことを想定した避難訓練
でした。人間は経験をすることによって、行動の仕方を学びます。もちろん今回の避難訓練は疑似
体験ではありますが、いざという時に、適切な行動を取ることができるように何回も経験を積むこと
が大切です。本番さながらの演技で緊迫した雰囲気の中、５年生のこどもたちは先生の誘導で急
いで避難することができました。また、放送を聞いた、他学年のこどもたちも整然と避難することが
できました。
訓練後には、スクールガードボランティアの石川様から、不審者に出会ったときに気を付けること

を教わりました。実際に訓練を行ってみて課題になったことは、今後、見直していきます。学校での
安全を守るため、教職員もこどもたちも意識を高くもって生活できるようにしたいものです

【こどもたちの振り返り】
＊非常階段から避難するとき、非常階段が結構すべることがわかった。非常階段はゆっくり慎重に
下りたい。石川さんが言っていたことを思い出して、下校の時もいつも以上に警戒して下校したい
と思った。 （２年生児童）
＊不審者の特徴や不審な動きをしている人がいたらあまり近寄らないと分かった。（４年生児童）
＊避難訓練を真剣に取り組めた。石川さんの話を聞いて、不審者の特徴を学べた。 （５年生児童）
＊避難するときは静かに不審者を刺激しないように気をつけることが大事だと分かった。落ち着
いて行動することを心がけようと思った。（６年生児童）

持久走記録会には、たくさんの保護者の皆 下野市内のALT全員が来校し、こどもた
様また、学校運営協議会の皆様にご来校いた ちと外国語活動で交流を図りました。ＡＬ
だき、大きな声援をいっぱい掛けていただきま Ｔの英語での指示をよく聞き、６年生は店
した。その声援に背中を押され、こどもたちも“ の店員となり商品の販売を英語で行いまし
一生懸命”の走りを見せてくれました。長い距 た。昼休みは全校児童がALTと英語を使っ
離を走ることが得意な子もいれば、苦手な子 たゲームに取り組んだり、質問をしたり、
もいます。大切なのは、こどもたち一人一人が 出身国の文化や遊びについて楽しく学びま
「チャレンジする心」で目標を立て、「自分に した。こどもたちは英語での交流に積極的
打ち勝つ心」をもって最後まで走りきることで に取り組んでいました。楽しい時間を過ご
す。記録更新を目指して頑張る！ゴールまで走 すことができました。
り切る！という強い気持ちがそれぞれの走りか
らよく伝わってきました。
途中のきつさや苦しさを乗り越え、最後まで

走り切ったこどもたちに大きな拍手を送りたい
と思います。記録を伸ばして喜ぶ顔も、ゴール
してほっとする顔も、力を出し切ってヘトヘトの
顔も全て“いい顔”でした。学年関係なく、走
る者に対し“いい顔・いい声”で応援する雰囲
気もとてもうれしく感じました。

☆☆☆「学校アンケート」ご協力ありがとうございました☆☆☆
過日実施させていただきました「学校アンケート」にご協力いただき、ありがとうございました。

現在はとりまとめの途中ですが、お子さんはもちろん、本校のこどもたちのがんばりや成長を温かい目
で見ていただいていることを実感いたします。また、学校や教職員に対しての温かいメッセージもたくさ
んいただき、大変ありがたく思っております。貴重なご意見もいただき、感謝申し上げます。
結果につきましては、後日、まとめたものを学校HPにて報告させていだきます。今後の石北小学校の

教育活動の参考とさせていただきます。


